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本研究は、アジサイを鉢花として営利生産する上で重要

な、アジサイの花色を安定して発現させる技術開発を目的

とし、がく片に含まれる発色成分を比較した。従来重視さ

れていたアルミニウムよりも、リン酸が発色に強く影響す

ることを発見し、特にリン酸が青色発色のキレート構造を

阻害する作用を示し、新たな制御因子としての可能性を示

唆した。また、季節に応じた花色の変化には光やアントシ

アニンの種類の違いが関与し、夏色と秋色で異なる発色機

構が機能していることが明らにした。 

研究報告第 84 号（特別号、2022 年 2 月発行）に掲載。 

 

化学農薬, 温室効果ガスおよび放射性セシウムの環境動

態と制御技術に関する研究 

鈴木 聡 

本研究は、環境汚染リスクを最小限に抑えるための農薬

管理に関する科学的知見を提供することを目的とし、次の

知見が得られた。①農作物および大気経由での農薬摂取量

はいずれも健康に問題のないレベルであること。②雨水中

の農薬降下量は、剤形や揮発性により異なり、特に揮発性

の高い除草剤は散布期間外でも検出されることがある。③

黒ボク土の土壌では、農薬の残留や浸透が見られ、有機物

添加による浸透抑制効果は限定的だが、微生物活性の影響

が大きいことが示唆された。④堆肥の施用と水管理によ

り、温室効果ガス（メタン・亜酸化窒素）の発生を抑えな

がら収量を確保することが可能であり、腐熟堆肥が特に有

効。⑤福島第一原発事故後の放射性セシウム（Cs）につい

ては、黒ボク土のほうが玄米への移行係数（TF）が高く、

特に炭素含量が高いとその影響が顕著であった。 

研究報告第 85 号（特別号、2022 年 3 月発行）に掲載。 

 

ニラの高品質・周年栽培のための生理生態解明と栽培技術

の開発 

大島 一則 

本研究は生産者の経営安定とニラ産地振興に資するこ

とを目的とし、圃場の土壌中硝酸態窒素含量や葉中硝酸イ

オン濃度に着目した今までになかった新たな施肥管理法

を確立した。また、井水による簡易暖房（ウォーターカー

テン）を利用した連続栽培を構築するための基礎研究とし

て、温度、炭酸ガス濃度および光環境を中心にニラに好適

な条件を明らかにした。ニラ栽培で冬季や夏季に発生する

葉先枯れ症の原因究明と対策を検討した。さらに、高品質

多収生産を可能にするアポミクシス性新品種‘ゆめみどり’

を開発した。 

研究報告第 88 号（特別号、2024 年 3 月発行）に掲載。 

 

７ その他 

(1) 徳安記念普及功労者表彰 

育成普及指導関係活動の優れた業績に係る表彰 

高橋 建夫 

平成 29 年に徳安記念普及功労者表彰を受けた。 

 

(2) 農事功績表彰（緑白綬有功賞） 

いちご「とちおとめ」の育成並びに環境にやさしいト

マトの養液栽培技術の開発と普及 

石原 良行 

平成 30 年に農事功績表彰（緑白綬有功賞）を受けた。 

 

(3) 植物調節剤功労者表彰 

植物調節剤に関する研究開発及び普及啓発 

髙齋 光延・青木 純子 

令和 6 年に植物調節剤功労者表彰を受けた。 

 

(4) タイ王国からの感謝状 

赤木 博 

 20 年間にわたるタイ王国へのいちご研究協力といちご

産業の振興に係る援助に対して平成 29 年にタイ王室皇太

子から感謝状を受けた。 

第 4章 第 2節 情報の発信等 

- 135 - 

従来から、刊行物の発行により研究成果の発信を行って

きたが、近年は、個人においてもパソコンやスマートフォ

ン等の情報通信機器の普及が進み、より迅速な情報提供が

求められ、かつ対象者の幅も広がっていることから、ホー

ムページやＳＮＳによる速やかな情報発信も不可欠とな

っている。 

 

１ 刊行物 

(1) 研究報告 

未発表の原著論文または学位論文を掲載し、第 74 号

（平成 28 年）から第 88 号（令和 7 年）まで 15 巻発行

した。掲載した課題数は 61 課題で、うち 6 課題（巻）

は学位論文である。 

(2) 研究成果集 

試験研究成果のうち、普及に移しうるもの、技術的な

価値の認められるもの、今後の研究に有用なものを掲載

し、年１回、第 34 号（平成 28（2016）年）から第 43

号（令和 7（2025）年）まで 10 巻を発行した。掲載し

た課題数は、217 課題である。 

大課題を｢生産現場で活用される技術等（普及情報）｣、

｢研究の場で活用される新手法等（研究情報）｣に区分し

て掲載している。 

(3) 新技術シリーズ 

試験研究成果のうち、新品種の栽培技術や革新的な新

技術に関し体系化された成果について、生産現場への迅

速な普及に活用することを目的として発行している。 

平成 28（2016）年から令和 6（2024）年までに 5 巻

発行し、ホームページ掲載のみで情報提供している。 

(4) マニュアル 

平成 31（2019）年に果樹の根圏制御栽培法導入マニ

ュアル（基礎編、樹種編）、令和 4（2022）年有機農業

・野菜の栃木県内栽培マニュアル、令和 7（2025）年水

稲有機栽培実践マニュアルを発行した。 

(5) ニュース 

｢栃木県農業試験場ニュース｣として、毎月発行し、令

和 2（2020）年 10 月号は通巻 400 号記念を発行した。 

令和６（2024）年 4 月の組織改変後は、｢栃木県農業

総合研究センターニュース｣に名称を改め、第 1 号を同

年 5 月に発行。年 4 回発行し、県ホームページに掲載し

ている。構成は以下のとおりである。 

1）研究成果：有用性が高く、新しい技術として完成さ

れた成果 

2）成果速報：研究途中ではあるが、新しい技術として

紹介しておきたい成果等 

3）試験紹介：現在取り組んでいる試験の紹介、進捗状

況等 

4）研究 Now：センターで活用している先端研究技術等

の紹介等 

5）トピックス：研究セミナーの開催、会議の開催、受

賞、イベント、マスコミ報道など。 

令和７（2025）年には、創設 130 周年を記念し、10

年間の研究成果をとりまとめた 130 周年記念特別号を

発行した。 

 

２ ホームページ 

県 HP には、センターの業務内容を始め、研究成果や育

成品種・特許などの成果情報、刊行物データを掲載してい

る。令和６（2024）年 4 月の組織改編後は、環境技術指

導部の業務である肥料・飼料・農薬登録等の案内や病害虫

発生予察情報を追加するなど、より幅広い情報提供を行っ

ている。 

URL：http://www.pref.tochigi.lg.jp/g59/ 

 

３ ＳＮＳ 

令和 3（2021）年 10 月に Instagram と Facebook を開設

し、研究内容や作業風景などを写真入りで消費者にも馴染

みやすい内容で発信している。併せて、イベントやニュー

ス等刊行物の発行の周知も行っている。Instagram のフォ

ロワー数は 750 名。（令和８（2026）年１月現在） 

 

４ 研究セミナー 

作物、野菜、いちご、果樹、花き、及びカーボンニュー

トラル（土壌環境）6 部門においてセミナーを実施した。  

県内農業関係者に対する研究成果の普及および生産現

場の声を試験研究に活かすことを目的とし、各部門とも年

1 または 2 回開催している。農政部各課室および出先機関

職員、農業団体職員、生産者が一同に介し、活発な意見交

換を行う場ともなっている。 
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